
税務課

納税・管理担当

7606

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B1
県税徴収スピードアップ事業費 総務費 徴税費 賦課徴収費 税務システム維持管理費

宣言項目   

分野施策   

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 9,369 9,369 9,369

前年額 0 0

平成30年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

事 業
期 間

平成30年度～ 根 拠
法 令

地方税法20条の6他

平成32年度

　クレジットカード納税を拡大することで、納税率の向
上を図る。
　また、ＳＭＳ（ショートメッセージサービス）を利用
した納税催告を行うことで、効果的な折衝機会を確保し
、早期の税収確保を図る。

（１）クレジットカード納税拡大事業費　8,721千円
（２）ＳＭＳを利用した納税催告事業費　  648千円

（１）事業内容

　　ア　クレジットカード納税拡大事業費　税務システム改修費　8,721千円
　　イ　ＳＭＳを利用した納税催告事業費　                      648千円

（２）事業計画

　　ア　クレジットカード納税拡大事業費
　　　　自動車税定期課税分の納期内に限られているクレジットカード納税の利用範囲を、他税目（個人事業税及び不動
　　　産取得税）や納期限経過後の滞納分に拡大する。
　　イ　ＳＭＳを利用した納税催告事業費
　　　　自動車税コールセンターの電話しょうように応答しない滞納者の携帯電話にＳＭＳを送信し、納付及び納税折衝
　　　につなげる。

（３）事業効果
　　　納税環境のさらなる整備を進めるとともに、新しい催告手法であるＳＭＳ催告を導入することで、早期に滞納件数
　　を圧縮し、徴収のスピードアップを図る。

（県10/10）

9,500千円×0.1人＝950千円

前年との
対比

― 総務部 B1 ―
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